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Abstract：Accordingtoitsreproductiveconditions，the specimens of M“montebelli  

capturedbimonthlyatthreehabitatsinpaddyfieldsofIwakura，1971－71，WereClassi－  

fiedintoeightreproductivestages・Mostpregnantfemaleswerecollectedatfootpaths  

betweenpaddyfields（C）inMarch，WhenbreedingStarted，and at abandoned paddy  

fields（A）inMay，Whenspringbreedingwasatthepeak．InJuly，the cessation of  

breeding，mOStprlmlparOuSandmultiparousfemales though reproductivelyinactive  

wereCapturedatA．MostpregnantfemalesandmaturemaleswerepresentatCinSep－  

tember，WhenbreedingStartedagain．Mostpregnantfemaleswereco11ectedatAand  

CinNovember，thepeakoffallbreeding．InJanuary，thoughpregnanCyrateWaSlow，  

threepregnantfemalesappearedatA・Becausethepregnantfemalesweredominantly  

collectedattheabandonedpaddyfieldsexceptforthefootpathsbetweenpaddyfields  

inSeptember，1tissuggestedthattheabandonedpaddyfieldsplayanimportantrOle  

inthebreedingforM．7nOntebelliatIwakura，Kyoto。  

タネズミの棲息場所の季節的変化を繁殖期と対  

応させて考えることは，ハタネズミの生活史の  

中での棲息場所の利用という点からみて興味あ  

る問題だと考えられる。   

また，上述の2つの調査地の繁殖期ほ春～秋  

の型で，しかも豪雪地帯である。しかし，西日  

本においてほ繁殖期が春と秋の二」山型を示し  

（Kaneko，1976），冬の雪もそれほど多くない。  

したがって，ハタネズミの棲息場所の季節的変  

化が，繁殖期によって異なるのかどうかも興味  

深い。   

そこで，京都市内の水田農耕地内の休耕地・  

は じ め に  

水田農耕地内の／、タネズミ凡才よcr0紬ぶmOr加－  

わegZ去の棲息場所の季節的変化を，ネズミの繁殖  

状態と関係させて調査した研究はない。望月  

（1962）ほ，富山県の水即こおいて平野部の農  

耕地と，50～300mの水田と畑での棲息場所の  

季節的変化の若〒の記述をした。また，阿部  

（1972，1973）ほ岩手県の放任休耕田と水田畦  

で記号放逐法により個体数の変動を調査した。  

ところが，これらの調査は棲息場所にネズミの  

繁殖状態を関連させて扱っていない。そこでハ  
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ogerαCeαeVar．Cqp£亡α£α であり，冬に・ほダイ  

コン月呼ゐα花αぶSα乙£u比SVar．αCα花£んげbr・m£β，ネ  

ギAg肋m／isとαgO5弘mがあった。刈り取った藁  

は稲壕にされずに，細かく栽断されて田にまか  

れた。休耕地は1年間を通じて湿潤であった。   

金属製ギロチンワナはコウべモグラ〟oge′α  

ゐ0わeα坑道やハタネズミの地中の穴，糞や地表  

部にランウエ1－がみられるところに設置した。  

捕獲されたハタネズミほ朝（7：00～9：00）と夕  

刻（15：00～17：00）の問にワナからはずした。  

そして，ワナは同一・場所に再設置した。ワナほ  

線状に置かれ1ステ・－ショソに3個設置した。  

ワナを置いた棲息場所の類型は，休耕地（A），  

農道（B），水田内畦畔（C），その他（堤防・畑）  

（D）である。ワナ・ほハタネズミが多く捕獲され  

そうな場所に置いたため，1年間を通じてこ全て  

の棲息場所にまんべんなく置かれてこはいない  

（Tablel）。A～D別のハタネズミの描獲数は  

Table2に示した。採集されたハタネズミの雌  

雄の繁殖状態ほKaneko（1976）の基準を用いて  

分類した。体重20g未満の個体は雌雄とも幼獣  

（Y）とした。体重20g以上の個体についてほ，経  

では副精巣尾部が肉眼で管状であるものを成熟  

堆（MM），そうでないものを亜成体雄（SAM）  

とした。雌でほ子宮内に胎児を確認できれば妊  

娠雌（PF），胎児ほみられないが子宮が肥厚し  

恥骨結合が開き乳頭も顕著な場合を経産直後哺  

乳雌（PTF），子官は肥厚していないが恥骨結合  

は開き乳頭も顕著な場合ほ授乳雌（NF），恥骨  

結合ほ開いているが子宮も肥厚せず乳頭も顕著  

でない場合ほ経産非繁殖雌（PIF），子宮も肥厚  

せず恥骨結合が閉じている場合を亜成体雌（SA  

F）とそれぞれした。   

各月についてA～Cの棲息場所別に．繁殖状態  

別の捕歩数を調べた。この繁殖状況別捕獲数の  

相対的な割合は各月別各棲息場所別捕獲総数に  

対する比によって，3棲息場所間で比較可能で  

ある。  

結果と考察   

月別笹繁殖状態別の描獲数とA～Cの棲息場  

所別描獲総数（Table3）をみながらKaneko（19  

農道・畦畔という3つの棲息場所において，繁  

殖活動に関連した捕獲数の季節的変化につい  

て，すでに報告した繁殖期（Kaneko，1976）と  

関連させてみる。  

調査地域と方法   

この調査は，1971年5月～1972年3月に京都  

市岩倉において繁殖活動の季節変化の研究餌か  

neko，1976）をおこなったのと，同一・の調査・  

標本にもとづいている。調査地（35004′ N，  

135046′E，標高約100m，約30ha）を前報より  

やや詳しく述べれば，調査地域ほ水田単作地で，  

京都盆地の北縁に位贋する。住所表記ほ調査時  

において，京都市左京区岩倉幡枝町・河原町・  

下在地町である。この地域の東側と西側にはそ  

れぞれ岩創Ilと長代川が流れ，その間にほぼ南  

北の方向に幅約2′、一3mの農道が6筋，約110  

mの間隔で走る。北側ほ京福電鉄鞍馬線でさえ．  

ぎられ そのさらに北にほ丘陵が続く。南側に  

ほアスファルト化した府道が走っている。鞍馬  

線と府道との間には東西方向に2本の幅約3m  

の農道が約230mの間隔で走る。その間には幅  

約50cmの畦畔が走る。農道と畦畔はコンクリ・－  

りとしていない。水田内には大きく4つの休耕  

田が散在し（面積はそかぞれ約73a，66a，38a，  

および30a），その植生はセイタカアワダチソウ  

SoZ£dαgOαgと£ぶS£mαである。   

調査期間は1971年5月13～16日，7月19～24  

日，9月24～27日，11月18（ノ21日，1972年1月  

14～17日，3月11～14日である。5月の調査時  

に田は耕転され 6月には田植えがおこなわ  

れ，以降8月まで水田にほ水が入っていた。9  

月の調査時には水田の水はなくなっていた。11  

月の調査時は稲刈り期であり，以降5月までほ  

とんどの水田ではなにも植栽されなかった。水  

田内が乾燥化し畑としてで部分的に植栽される  

作物は，夏にほカボチャ C乙JC乙↓rわ云亡αmOSCゐαね  

var．ア00JlαS，トマトエγCqperSよco花eS弘ge7も細れ，  

トウモロコシZeα〟αツS，ナスSogα几αmmeZo几－  

ge花α，トウガラシC呼ぶ£c弘mα花花ひ弘m，ダイズ  

G抄cわe〟α芳，ツルナシインゲソマメP九郎eOg㍑S  

u弘なαr£gvar．ん比mま毎  キャベツ  βrαSSicα  
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TabIel．Thenumberoftrap－nightsondifferentatIwakura，  
Kyoto，1971－72．  
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Table2．ThenumberofMicr・OtuSmOTWebellicapturedondifferenthabitats  

atIwakura，Kyoto，1971－72．  

No．ofM．montebellicapturedondifferenthabitats  

Footpaths between Other   

paddy fields habitats  

（C）  （D）  

Abandoned Agricultural  

paddy fields roads   

（A）  （B）  

27（1）  

11（2）  

8  

31  

22（1）   

2  

0
 
0
 
0
 
 

5
 
1
 
1
 
 

8
 
6
 
5
 
4
 
7
 
0
 
 

MaI．  9  

May  28  

Jul．  49  

Sept．  14  

Nov．  53（1）  

Jan．  54  

＊Thenumberinparenthesisshowsthenumberofvolesundeterminedreproductive   
condition，becauseo董1ackinggenitalorgans．  

5月は繁殖期の最中である。妊娠雌の捕獲率  

ほ休耕田が増し，成熟雄ほ休耕田と畔畔が高い割  

合を示す。セイタカアワダチソウが菓を付け始  

めるのに対して，田が耕託されると畦畔の環境  

条件は良いとほ思われないので，ハタネズミの  

繁殖活動の主体は休耕田の方になると考えられ  

る。   

7月ほ非繁殖期である。経産非繁殖雌（PIF）  

は春の繁殖の主体となった休耕田で多数描獲さ  

れている。亜成体雄（SAM）と亜成体雌（SAF）  

76）のハタネズミの繁殖活動期と対応させてみ  

よう。   

繁殖開始期の3月でほ妊娠雌（PF）は睦畔  

（C）での描獲割合が高く，成熟雄（MM）ほ畦  

と休耕田（A）の割合が高く，農道（B）ほ低か  

った。したがって，繁殖活動の主体ほ畦畔で行  

われているといえよう。この時期の畦畔にはギ  

シギシ月払me芳J8pO花£c乙J5，オオイヌノフグリ  

1々r0花王cαperSまcα，／、コべS£eZ払r£αmed£αな  

どが咲き始めている。  
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られる。もしも，この農道で羊のような管理が  

なく休耕田化すればハタネズミにとって格好の  

繁殖場所になると思われる。   

富山県の農耕地でハタネズミの季節的な移動  

を記述した望月（1962）によると，標高0～50m  

の平坦水田農耕地では，水田畦畔と草本性無耕  

地間の移動を認めている。／、タネズミほ，夏季  

にほ水田内の瞳畔のような湿度の高いところに  

棲息するが，冬季に．ほ乾燥t／た草本性の無耕地  

に集まるという。したがって，このような無耕  

地つまり休耕田がハタネズミの生活史において  

意味があることを認めている。しかしながら，  

繁殖活動との関係ほ記述されていない。   

つぎに，マ・－ヰソグ法により岩手県のハタネ  

ズミの描猿数を調査した阿部（1972，1973）の  

デ・一夕、－ を筆名が園化し，畦畔と休耕田の役割  

を分析してみた。密度に相当する捕獲数ほ，水  

田内の瞳畔では年間を通じてほぼ一億である。  

また，畦畔での再描隆率は1～4月ほ50～100  

％まで増加するが，以降5～10月は0～25％を  

上下して変動する。それに対して，休耕田で  

は，密度に．相当する描獲数ほ5月と10月だけに  

ピ1－クをもち，他の月ほほぼ－L定の値を示す。  

5月は水田の耕託と水入れ，10月ほイネの刈り  

入れの時期に相当する。また，再捕獲率は6月  

と11月に低下するが，他の月はほぼ50～100％  

を上下するパタ・－ソを示す。   

ところが，この結果について阿部（1972，19  

73）はなにも述べていない。水田内の瞳畔が低  

い再捕獲率を示す5～11月に，休耕田でほ40％  

以上の値を示すことほ，／、クネズミの定住性が  

休耕田の方で高いということを示しているであ  

ろう。この時期ほ調査地の岩手県でほ繁殖期に  

対応していることからも，休耕田がハタネズミ  

の繁殖を安定して行うのに用いられていると考  

えられよう。また，水田の耕転と水入れやイネ  

の刈り入れ時の避難場所としても休耕田ほ／、タ  

ネズミにとって利用されていることになる。   

以上，今回の繁殖活動と休耕田との関係，お  

よび阿部（1972，1973）のデー一夕1－の分析から，  

ハタネズミの生活史にとって，休耕田は重安な  

役割をになっていると思われる。また，休耕田  

の割合も休耕田で高い割合を示す。これは，田  

植えもすみ全ての田に水が入っているので，畦  

畔の環境条件が悪化すると考えられる。畦畔に  

比べて農道では亜成体雄や成熟雄，授乳雌（N  

F）がやや捕獲されているので，水の浸入しな  

い農道ほ，相対的に畦畔よりも条件が良くなっ  

たと考え．られよう。   

秋の繁殖開始期の9月には，妊娠雌と成熟堆  

の割合ほ畦畔に多い。したがって，繁殖活動の  

主体ほ畦畔で行われるといえよう。水田内のイ  

ネOrッzαSα抽αは稔り始め，瞳畔にあいた／、  

タネズミの坑道の入り口にほかみ切られたイネ  

の穂が引き込まれているのを観察することがで  

きる。おそらく，イネが稔ることによりハタネ  

ズミに．とって畔の餌場としての環境条件が良く  

なったといえよう。   

秋の繁殖活動の最中である11月に．は，妊娠雌  

は畦畔と休耕田の割合が高く，経産非繁殖雌は  

休耕田でのみ採集されている。幼獣も休耕田と  

畦畔で採集され農道でとれず，亜成体の堆と雌  

の割合も農道で低いことから，繁殖活動の主体  

ほ休耕田と畦畔にあるといえる。この時期にイ  

ネの刈り入れが行われ始める。  

1月の繁殖活動ほ低いが，それは休耕田での  

み行われている。成熟雄も休耕田の割合が高  

い。しかし，幼獣ほ農道でのみ採集され 授乳  

雌と経産非繁殖雌も農道で描獲されているの  

で，農道も繁殖活動に用いられていると考えら  

れる。それに対して畦畔は成熟雄も捕獲され  

ず，わずかに亜成体の雄と雌が1頭ずつ採集さ  

れているだけである。この時期の畦畔にはほと  

んど植物は生えておらず，土が露出している。  

したがって－，この時期の瞳畔はハクネズミにと  

ってほ良い棲息場所とほいえ．ないであろう。  

1年間を通じて，岩倉水田農耕地における繁  

殖活動の主体ほ1月を除いて休耕田と畦畔であ  

る。なかでも休耕田の役割が高いように考えら  

れる。それに対して，農道の繁殖活動にしめる  

役割はあまり大きくなく，7月の非繁殖期に退  

避場所として利用されているようである。この  

理由は農道の雑草の刈り取りのような人為的な  

管理が本調査地でほ行き届いていることも考え  
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は繁殖期が春～秋か，春と秋のこ山かにほ無関  

係に，重要な意義を持つといえ．よう。  

摘  要   

京都市岩倉の水田農耕地で月別に採集された  

ハタネズミを繁殖の状腰から8つのカテゴリー  

に分類し，その捕獲数を休耕田，農道，畦畔の  

3つの棲息場所別にしらべた。その結果を同一 

の調査であるKaneko（1976）の繁殖活動期と対  

応させた。繁殖開始期の3月にほ妊娠雌ほ畦畔  

で採集されている。繁殖期の最中である5月で  

ほ休耕田の斉で妊娠雌の描獲の割合が増す。7  

月の非繁殖期には経産非繁殖雌ほ春の繁殖の主  

体となった休耕田で多数捕獲されている。秋の  

繁殖開始期の9月には，妊娠雌と成熟堆の割合  

ほ畦畔に多い。秋の繁殖期の最中の11月にほ妊  

娠雌は休耕田と瞳畔で多く捕隆される。1月の  

繁殖活動ほ低いが，妊娠雌は休耕田でのみ採集  

されている。以上のことから，1年間を通じて，  

京都市岩倉水田農耕地における繁殖活動の主体  

は休耕田と睦畔であり，なかでも休耕田の役割  

が高いように考えられた。  

引 用 文 献  

阿部 禎．（1972）休耕田におけろ野鼠個体群の   

変動について．昭和46年鹿野鼠発生予察実験   

車業成績書（岩手県農試）5卜54．  

．（1973）休耕田におけるハタネズミの   

個体数の変動について．昭和47年鹿野鼠発生   

予察実験事業成臍書（岩手県農試）42－44．  

KanekoY．（1976）Reproduction ofJapanese   

field voles 〟£cro£弘S mO托己eむegg£（Milne－   

Edwar・ds），atIwakura，Kyoto，Japan．日生   

態会誌 26：107－114．  

望月正巳．（1962）耕地野鼠害に関する生態学的   

研究．富山県農業試験場報告 特4：1－138．  

－104－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




